










1947 年には南西部サネシ （ーLlanelli）に、1949 年にはさらに 8 校がウェー
ルズ各地に設立された。アベリストウィスの私立校も 1952 年には地方
教育局に移管され公立校となった。ウェールズ語で ysgol Gymraeg（ア
スゴル・ガムライグ）、英語で Welsh-medium school または Welsh school
とも呼ばれるこのようなウェールズ語学校は、今日まで発展を続けてき





語で指導するスタイルが確立したという（Thomas and Williams 2013）。



































組織 SPCK（Society for the Promotion of Christian Knowledge）は 25 年間で

















くなるまでに開校された学校数は 3500 近く、累計 16 万人弱が巡回学校

















and Foreign School Society）、1811 年設立の英国教会派組織である国民協
会（National Society for Promoting the Education of the Poor in the Principles 
of the Established Church）の二つの協会の活動を通じて始まっていた。
1833 年以降は、学校建設が国庫から助成されることになり、これらの
協会の支援で新たに建設される学校の建設費の半額が補助金として支給
されることになった。学校数は 19 世紀半ばの時点で、前者が 50 弱しか










　 19 世紀半ばの学校の状況についての貴重な資料の 1 つに、1846 年
ウェールズに R. W. リンゲン（R. W. Lingen）、J. C. サイモンズ（J. C. 












語で教えている学校が 46 校、530 校が英語で授業をしていたと報告し
ている (4)。対照的に、同地域にあった 1161 校の日曜学校のうち、ウェー
ルズ語だけで教えていた学校は約 7 割にあたる 809 校で、その他、英語











部 4 州を担当したサイモンズによれば、平日の学校 240 校に通っていた
5-10 歳の約 45,000 人という数は同年齢層の子どもの 36.5％でしかなく、
調査時に通学期間 1 年未満のものが 56.9％で、通学期間が 3 年以上だっ
たのは 7.9% にすぎなかったという (7)。南部 3 州を担当したリンゲンは、












































　そもそも、1846 年の調査の背景には、1830 年代から 1840 年代にかけ
























































に 180 万人分だった基礎学校の収容定員は 1898 年には 530 万人分にま
で増えたという（Seaborne 1992: 172）。1902 年までに、ウェールズで
379 の学務委員会が設けられ、学務委員会が設立した学校 821 校に約
171,500 人の児童が通学しており、公教育制度は内外学校協会や国民教

































することを目指す Society for Utilization of the Welsh Language in Education
が結成されたのもちょうどこの頃、1885 年である。単にウェールズ語
協会（Welsh Language Society / ウェールズ語では、カムデイサス・アル・
イアイス Cymdeithas yr Iaith Cymraeg）とも呼ばれるこの協会の設立母
体になったのはロンドンのウェールズ人の集まりで 1893 年のウェール
ズ大学設立を支援することにもなるカムロドリオン協会（Honourable 















































1984 年から公開されている Ysgol Maestir（アスゴル・マエスティル）






















































（Bangor）にあるカレッジの校長 1 名だけだったという（Southall 1893）。
翌 1885 年春、カムロドリオン協会は、校長を対象にウェールズ語を基
礎教育の選択科目にすることの是非を質問した。得られた回答 628 のう






































　1885 年に設立されたウェールズ語協会の活動は、1887 年 5 月に中心
的なメンバーであったディヴィスの死去もあり一時停滞するが、1899
年に設立当時のメンバーで再開される。1901 年にウェールズ語協会が




















































ズ語の活用の訴えた D. J. Davies の演説の中にも見られた。「ウェールズ
語の読み書きは教える必要はない」、「目的は英語を教えることであっ
てウェールズ語ではない」、というのがこの時の Davies の主張であった
（Davies 1882: 12）。実は 1885 年結成のウェールズ語協会は正式には The 
Society for the Utilization of the Welsh Language in Education for the Purpose 













り、視学官でもあったデイヴィスのウェールズ語新聞 Baner ac Amserau 
Cymru への投稿は 8 通に及び、この投稿は 1885 年に Tair Miliwn o 
－ 42 －
Gymry Dwyieithog.（300 万人の二言語話者のウェールズ人、の意味）と
























(2)  ウェールズ語で「学校」は ysgol であるが、女性名詞であるため単数形
ysgol を修飾する「ウェールズ語の」の意味の形容詞 Cymraeg の語頭子音が





(3)  3 部にまとめられたこの報告書 Reports of the Commissioners of Inquiry into the 
State of Education in Wales. の原文はウェールズ国立図書館のホームページで
閲覧可能である（http://www.llgc.org.uk/index.php?id=thebluebooks）。以下の
注 (4) ～ (13) および (15) では、巻数とページ数を示す。
(4)  Part III, p.5
(5)  Part III, p.58
(6)  Part III, p.56
(7)  Part I, p.7, p.55
(8)  Part I, p.35
(9)  Part II, p.33
(10)  Part II, p.25
(11)  Part III, p.11
(12)  Part III, p.61
(13)  Part II, p.66
(14)  大田（1992: 49）の別表１にスタンダード I ～ VI がまとめられている。
(15) Part I, p.31
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